
え
る
大
枠
が
で
き
た
。
市
独
自
の

強
み
を
ど
う
組
み
込
み
発
展
さ
せ

て
い
く
か
は
こ
れ
か
ら
。
様
々
な

現
場
で
支
援
に
取
り
組
む
方
々

と
の
丁
寧
な
連
携
を
図
り
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
望

む
。新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
市
街

化
調
整
区
域
に
お
け
る
検
討
二
点

を
注
視
す
る
。「
道
路
等
の
整
備

の
仕
組
み
づ
く
り
」
は
道
路
整
備

と
協
働
・
住
民
自
治
。「
空
き
家

の
利
活
用
を
は
じ
め
三
世
帯
家
族

同
居
・
近
居
や
子
育
て
世
代
移
住

の
促
進
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
検
討
」
は
政
策
室
所
管
か

つ
都
市
整
備
、
農
政
、
教
育
、
子

育
て
等
々
。
複
数
の
政
策
が
関
わ

る
。
こ
れ
ら
全
庁
的
な
検
討
の
中

で
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ま
と

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
進
め
ら
れ
る

よ
う
期
待
す
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
に
対
し
、
１
名
の
議
員
が
討

論
を
行
い
ま
し
た
。

―

反

対

討

論

―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

遠
藤
　
義
法

国
民
健
康
保
険
制
度
の
都
道
府

県
化
は
平
成
30
年
度
か
ら
は
じ
ま

り
ま
し
た
が
、
構
造
的
な
課
題
の

解
決
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
国

民
健
康
保
険
は
国
民
皆
保
険
制
度

を
下
支
え
す
る
制
度
で
す
。「
だ

れ
も
が
保
険
証
を
持
つ
こ
と
」「
だ

れ
も
が
払
え
る
保
険
税
」
に
す
る

こ
と
が
基
本
で
す
。

そ
の
た
め
に
所
得
に
対
す
る
保

険
税
負
担
の
割
合
を
、
せ
め
て
協

会
け
ん
ぽ
並
み
の
負
担
に
引
き
下

げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
国
庫
負

担
の
医
療
給
付
費
に
対
す
る
負
担

を
定
率
で
引
き
上
げ
る
こ
と
な

ど
、
一
層
強
く
要
求
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
国
の
負
担
増
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
市
が
独
自
に
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
や
均
等

割
の
減
免
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

国
に
実
施
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
は
法

定
外
繰
り
入
れ
の
財
源
不
足
分
に

つ
い
て
は
平
成
29
年
度
か
ら
ゼ

ロ
、
低
所
得
の
繰
り
入
れ
は
令
和

元
年
度
と
比
べ
て
令
和
５
年
度
は

約
45
％
に
ま
で
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

令
和
５
年
度
の
予
算
は
、
国
保

税
の
引
き
上
げ
が
決
ま
り
、
さ
ら

に
毎
年
の
引
き
上
げ
も
示
唆
さ
れ

て
い
ま
す
。

資
格
証
明
書
の
発
行
は
命
に
係

わ
る
こ
と
も
あ
り
、
発
行
す
べ
き

で
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に

対
し
、
１
名
の
議
員
が
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

―

反

対

討

論

―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

雪
田
　
き
よ
み

介
護
保
険
制
度
は
こ
の
間
ず
っ

と
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ

る
。一

号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
高

さ
は
、
当
議
員
団
が
昨
年
も
行
っ

た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
多
く
の

悲
鳴
が
寄
せ
ら
れ
た
。

厚
労
省
は
、
要
介
護
１
～
２
の

訪
問
介
護
や
通
所
介
護
の
保
険
給

付
外
し
や
2
割
３
割
負
担
対
象
拡

大
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
な
ど

を
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
見

送
ら
れ
た
が
、
令
和
９
年
度
改
定

に
向
け
て
引
き
続
き
検
討
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
。

介
護
保
険
事
業
所
も
ま
た
、
非

常
に
厳
し
い
経
営
状
況
下
に
あ

る
。

全
国
の
ヘ
ル
パ
ー
の
平
均
年
齢

は
54
・
３
歳
。
60
歳
以
上
が
39
・

２
％
。
有
効
求
人
倍
率
は
15
倍
を

超
え
、
い
く
ら
求
め
て
も
職
員
の

確
保
が
で
き
な
い
現
状
で
あ
る
。

ヘ
ル
パ
ー
は
給
与
が
低
く
仕
事

は
き
つ
い
の
で
求
人
へ
の
応
募
が

な
く
、
ヘ
ル
パ
ー
の
人
手
が
な
い

の
で
利
用
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
も
対

応
で
き
ず
、
経
営
が
さ
ら
に
厳
し

く
な
る
悪
循
環
が
続
い
て
い
る
。

国
は
昨
年
、
介
護
職
員
の
給
与

を
3
％
上
げ
た
が
、
現
状
は
変
わ

ら
な
い
。
市
は
危
機
感
を
持
っ
て

各
事
業
所
の
現
状
把
握
に
努
め
、

そ
の
結
果
を
も
っ
て
国
や
県
と
交

渉
し
、
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制

度
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
追
求

す
る
べ
き
と
考
え
る
。

◆
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

予
算
に
対
し
、
１
名
の
議
員
が

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

―

反

対

討

論

―

市
民
の
会
・
無
所
属

齋
藤
　
詔
治

本
事
業
は
平
成
29
年
６
月
に
事

業
認
可
さ
れ
て
、
実
施
６
年
目
に

入
り
ま
す
。
土
地
区
画
整
理
事
業

費
の
総
額
は
約
１
７
９
億
円
。
そ

の
う
ち
、
吉
川
市
は
こ
の
事
業
に

負
担
金
と
し
て
、
約
47
億
円
の
税

金
を
支
出
し
て
い
ま
す
。
事
業
費

の
重
要
な
収
入
源
で
あ
る
保
留
地

処
分
金
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と

本
年
度
の
予
算
額
を
含
め
、
約

22
億
円
、
保
留
地
処
分
面
積
は
、

約
２
ｈ
ａ
に
な
り
ま
す(

当
初
保

留
地
処
分
金
の
総
額
は
約
１
０
５

億
円
、
保
留
地
処
分
総
面
積

は
約
11
・
４
ｈ
ａ
）。
約
２
割
の

保
留
地
処
分
が
実
行
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
保
留
地
処
分
計
画
が
、
予

定
ど
お
り
進
ん
で
い
な
い
よ
う
で

す
。
こ
れ
ま
で
安
い
価
格
で
保
留

地
処
分
を
し
て
き
た
こ
と
、
さ
ら

に
今
後
人
件
費
や
資
材
、
燃
料
等

の
価
格
の
高
騰
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
財
源
確
保
も
難
し
い
状
況
と

思
わ
れ
ま
す
。
残
り
約
9.4
ｈ
ａ
の

保
留
地
処
分
計
画
を
再
検
討
し
、

今
後
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推

進
に
問
題
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

早
急
に
事
業
費
の
見
直
し
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
状
に
即

し
た
保
留
地
処
分
価
格
の
見
直
し

を
求
め
、
反
対
討
論
と
い
た
し
ま

す
。
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